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論文掲載  

【本研究成果のポイント】 
⚫ 医学教育では、人的・財的資源の制約から、倫理教育が十分とは言えません。本研究では、こ

の問題への対策として、医学倫理教育において AI モデルの一種である LLM（Large 

Language Models、大規模言語モデル）*1 が有用な学習ツールとなる可能性を提示しまし

た。 

 
⚫ 医学倫理を学ぶうえで、医療に必要なルールや原則に関する知識の獲得だけでなく、患者や

医療現場ごとに生じる複雑な倫理的ジレンマに対応するための態度や徳を身につけることが

重要です。本論文では、知識の獲得と、態度や徳を身につける教育の双方を取り入れたハイブ

リッドアプローチの必要性を指摘しました。 

 

⚫ LLM に対して、医療倫理に特化した追加学習（ファインチューニング*2）を行うことで、医

学倫理教育において LLM を倫理的な手本や相談役として活用する可能性を提示しました。利

用者と LLM との反復的な対話を通じて利用者の意識や LLM の情報の偏り（バイアス）を減

らし、より公正でしっかりした医療倫理の枠組みを構築することができると考えられます。 
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【概要】 
⚫ 広島大学大学院人間社会科学研究科上廣応用倫理学講座の片岡雅知 寄附講座准教授、ならび

に同研究科の澤井努 特定教授(寄附講座教授兼務、京都大学 高等研究院ヒト生物学高等研究

拠点 連携研究者、シンガポール国立大学客員教授)は、広島大学大学院人間社会科学研究科の

岡本慎平 助教、板野誠 博士課程大学院生とともに LLM を活用した医学倫理教育の可能性を

検討しました。 
⚫ 本研究成果は、2025 年 2 月 5 日に学術誌「BMC Medical Education」でオンライン公開

されました。 
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【背景】 
⚫ 現在の医学教育カリキュラムでは倫理教育が十分とは言い難く、医学生や研修医が臨床現場

で倫理的に複雑な状況に直面した際、対応に苦慮することが報告されています。 
⚫ このような問題への理想的な対処法として、専門的な教育を受けた倫理指導者の雇用や、医学

教育カリキュラムの改善が求められます。しかし、人的・財的資源の制約から、こうした対処

は困難であり、医学倫理教育の充実が進まない状況が続いています。 
⚫ こうした背景を踏まえ、次善の策として LLM を教育ツールとして活用することが考えられま

す。医療分野に特化した学習を行った LLM に対し、対応に苦慮するケースの情報を入力する

ことで、手本となりうる対応策や、患者ケアにおいて考慮すべき情報を得ることができます。 
⚫ LLM を倫理的な手本や相談役として活用することで、人的・財的資源を抑えながら、道徳的

知識や患者ケアに必要な姿勢の獲得を促す可能性があります。 

 

【研究成果の内容】 

 本研究では、医学倫理教育のアプローチについて検討し（①）、LLM が倫理的な手本（②）や

相談役（③）として有用な学習ツールとなる可能性を示しました。 

また、医学教育における LLM の実用性を検討するために取り組むべき課題を整理しました（④）。 

 

① ハイブリッドアプローチの重要性 

⚫ 医学倫理教育においては、２つの教育アプローチが存在します。 

⚫ 原則主義的アプローチは、医療倫理の４原則*3のように、医療に必要なルールや原則に関する

知識を獲得するという、認知的目標の達成を目的としています。 

⚫ 一方で、非原則主義的アプローチは、個別の患者が抱える状況を認識・判断し、倫理的価値に

基づいて行動するための態度と徳を育み、身に着ける態度的目標の達成を目的としています。 

⚫ 医療の現場において、適切な倫理的意思決定を行うためには、２つのアプローチを組み合わせ

たハイブリッドアプローチを取り入れ、医療に必要なルールや原則に対する十分な知識と、患

者ケアに不可欠な徳や態度を獲得する必要があります。 

 
② 倫理的な手本としての LLM 

⚫ 私たちは、倫理的な手本となるような人物の行動を真似することによって、徳や態度を身に着

けることができます。 
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⚫ 同様に、歴史上の人物や架空のキャラクターなど、目の前に実在しない存在を手本として倫理

的な原則を理解し、その行動を真似することで、徳や態度を身に着けることもあります。実際

に、教育の現場では文学や映画などの作品を通して、複雑な倫理的ジレンマを理解したり、共

感や道徳的態度を身に着けたりする試みがなされています。 

⚫ 目の前に存在しない人物や架空のキャラクターを真似することで徳や態度を身に着けること

ができるのであれば、私たちは LLM の示した回答やシナリオを通して倫理的行動の手本を認

識し、それらを真似することで徳や態度を身に着けることが出来るかもしれません。 

 

③ 相談役としての LLM 

⚫ LLM の回答は、あくまでも助言として活用されるべきであり、絶対に正しいものであるかの

ように扱うべきではありません。 

⚫ LLM の提示した回答の結論だけでなく、その回答が導き出された過程や参照している情報源

を検討し、どの部分が手本として参照するに値するか、値しないかを判断する必要がありま

す。 

⚫ また、ファインチューニングを行っていない LLM は、原則主義的な回答を行う傾向にあるこ

とが指摘されています。徳倫理やフェミニスト倫理など、他の考え方が示された場合に、初め

てそうした考え方を反映した回答を出力することが確認されています。 

⚫ 原則主義的な考え方のみに基づいて教育を行うと、LLM の利用者が患者一人一人の状況に対

応できない、不適切な考え方や行動を身に着けてしまう可能性があります。 

⚫ そのため、専門家や教育機関によるフィードバックを得ながら、より適切な回答を出力できる

ようファインチューニングを行って、LLM の情報を更新していく必要があります。 

 

④ 検証すべき課題 

1. 原則主義的な回答を行う傾向があるのなら、どのように態度的目標を達成するのか？ 

⚫ LLM による原則主義的な回答の傾向は、ハイブリッドアプローチに組み込むことで、解消す

ることが出来ます。利用者は、非原則主義的な観点から LLM の回答を批判的に検討すること

で、相手に対する共感や適切な態度について考えることができます。 

⚫ 特定のシナリオにおいて、人間の気づかない感情の動きを LLM が認識するという研究結果も

示されていることから、LLM が活用できる場面を見極めながら教育の現場に組み込むことで、

教師の負担を部分的に削減したり、新たな気付きを与えたりする可能性があります。 

 

2. LLM の回答を、患者ケアの参考にする人はいるのか？ 

⚫ LLM が共感や配慮といった複雑な感情を理解できないのではないかという理由から、LLM の

回答をアドバイスとして取り入れたり、LLM が提供した手本となる行動の例を真似したりす

るに値しないのではないかという懐疑的な意見もあります。 

⚫ しかし、「推論」に対する判断を行う課題においては、作成者が人間であっても、LLM であっ

ても、アドバイスとして採用する際に影響は生じないという研究結果が示されています。 

⚫ 認知的要素である推論と、態度的要素である徳や態度では結果が異なる可能性もあるため、今

後、実証的な実験によって、相談役としての LLM の実用性を検討する必要があります。 

 

3. 徳や感情を持っていない LLM が、倫理的な手本になりうるか？ 

⚫ 文学作品や映画作品の多くは、作者と直接対話を行うことができない環境で鑑賞されていま

す。物語の作者のことを知らずとも、物語のキャラクターを手本として徳を育み、身に着ける

ことができるのであれば、LLM が感情の機微に欠けており、倫理的な態度や徳を有していな

いとしても、出力されたシナリオや回答を手本とすることができる可能性はあります。 

⚫ 倫理的手本としての LLM の実用性は、作成者の情報や手本とする存在の実在など、様々な条

件を考慮したうえで、教育的実験を通じて実証的に検証される必要があります。 

 
4. 更新の作業が必要なら、医学教育の役に立たないのではないか？ 

⚫ 人間と人間のコミュニケーションにおいても、世代間で価値観に相違が生じるなど、バイアス

が表面化することがあります。たとえば、ワークライフバランスの取れた生活を求めるといっ

た価値観は、世代間で異なった受け取られ方をするかもしれません。 

⚫ このように、徳や価値観が時代や文化によって変化することを教師も認識しなければなりま

せん。 

⚫ LLM と人間の教師による教育を組み合わせることによって、学生と教師の対話、徳や価値観

に対する批判的反省、相互学習の機会の場を促進することができるかもしれません。 

⚫ LLM と利用者のバイアスを認識し、取り除くという更新の作業は、人的なリソースを必要と

しますが、最終的にはより公正でしっかりした医療倫理の枠組みを構築することに繋がる可



能性があります。 

 

【今後の展開】 
⚫ LLM を医学倫理教育で活用するためには、実用性を測定するための実証的な検証が必要です。 
⚫ 人間の教育者が割く時間の増加を抑えつつ、より高品質な教育を実現するため、LLM と教育

者の協力関係の構築について、検討を進めることが望まれます。 
⚫ より実用的な回答を出力するために、専門家や教育機関によるフィードバックを得ながら、

LLM のファインチューニングを進めていくことが求められます。 
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【参考資料】 

⚫ Ethical Exemplar in Medicine 

https://chatgpt.com/g/g-EjSMhG7W1-ethical-exemplar-in-medicine 

 

【用語解説】 

*1：LLM（Large Language Models、大規模言語モデル） 

ChatGPT に代表される生成 AI モデルの 1 つで、膨大な文章データを元に学習を行い、人間の会

話や文章から単語の出現確率をモデル化する技術。単語の並びから言語のルールや文脈を学習し、

人間が自然だと思う文章を生成したり、文章表現を分析したり、文章の翻訳や要約をしたりする

ことに用いられる。 

 

*2：ファインチューニング 

LLM に対する追加学習の 1 つ。事前学習を行った LLM に対して、特定の課題や分野に特化した

新たなデータを学習させるプロセス。 

特定の分野のニーズに合わせて LLM をトレーニングできるため、より精度が高く、有用な情報を

提供できるよう、カスタマイズすることができる。 

 

*3：医療倫理の４原則 

アメリカの倫理学者であるトム・ビーチャムとジェイムズ・チルドレスが提唱した４原則。自律

性の尊重、無危害、善行、正義の４つからなる。 

自律性の尊重：患者自身の決定や意思を大切にして、患者の行動を制限したり、干渉したりしな

いこと。 

無危害：患者に危害を及ぼさないことや、今ある危害や危険を取り除き、予防すること。  

善行：患者のために、患者の考える最善の善行を行うこと。 

正義：患者を平等かつ公平に扱うこと。 
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